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改定：2019年11月1日
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これは、試行実験中の画面の簡易的なマニュアルです。
これらの画面に関する操作説明や、利用方法は、まだ、確立されていませんので、
問合せ対象外となります。

ただし、試行実験中ですので、アドバイスや改善要望等（実際に改善される保証はありません）に
関するご意見は、頂きたいと思います。

⑤試行実験マニュアル

全日本プラスチック製品工業連合会

「成形条件情報の情報共有化ソフト」
（EM63J Middleware）
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Ver 1.5.0
改定履歴（内部資料）

2018/11/30
Ver 1.2.0 リリース

2019/11/01
Ver 1.4.0 リリース

目次、画面一覧、管理者
1-5.表示位置登録 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ)
3-2.静止画履歴管理 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ)
3-3.動画履歴管理 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ)
3-4.ｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞ確認 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ)
4-5.製品特定ｷｰ更新 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ)
5-5.製品ｼｮｯﾄ数推移 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ)

2020/04/01
Ver 1.5.0 リリース

1-5.表示位置登録 修正 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ)
3-5.位置情報確認 追加 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ)
3-6.ﾃﾞﾊﾞｲｽ情報確認 追加 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ)
5-3.稼働状況ﾏｯﾌﾟ 修正 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ)
5-5.製品ｼｮｯﾄ数推移 追加 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ)

2021/01/08
Ver 1.6.0 リリース

各画面の検索条件、配置等の軽微な修正（マニュアル上には反映されていません）
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Ver 1.5.0

目次

【１】試行実験画面
【２】主要画面説明

【成形機管理】
1-5.表示位置登録 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ) Ver 1.4.0

【現場環境情報】
3-2.静止画履歴管理 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ) Ver 1.4.0

3-3.動画履歴管理 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ) Ver 1.4.0

3-4.ｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞ確認 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ) Ver 1.4.0

3-5.位置情報確認 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ) Ver 1.5.0 追加

3-6.ﾃﾞﾊﾞｲｽ情報確認 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ) Ver 1.5.0 追加

【成形条件】
4-5.製品特定ｷｰ更新 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ) Ver 1.4.0

【稼働状況】
5-3.稼働状況ﾏｯﾌﾟ （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ) Ver 1.5.0 修正

5-4.稼動ﾁｬｰﾄ （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ) Ver 1.2.0

5-5.製品ｼｮｯﾄ数推移 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ) Ver 1.4.0

【統計・ｸﾞﾗﾌ】
6-4.相関ﾋｰﾄﾏｯﾌﾟ （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ) Ver 1.2.0

6-5.回帰分析 （試行実験ﾏﾆｭｱﾙ) Ver 1.2.0
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Ver 1.4.0
【１】試行実験画面

http://サーバー名:8863/eu63/jsp/index.jsp
ﾕｰｻﾞｰ：labo , ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ：labo

管理者メニュー＋試行実験メニューが表示されます。
サーバー名には、IPｱﾄﾞﾚｽ、または、DNS登録されたサーバー名を指定します。

｢labo｣で利用できる

すべてのメニュー

試行実験専用

メニュー

※ 試行実験の画面は動作保証がありません。

また、廃止、変更が予告なしに行われます。
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Ver 1.5.0
【２】主要画面説明

1-5.表示位置登録

  5-3.稼働状況ﾏｯﾌﾟで使用されるバックイメージを登録する専用画面です。
以前は、5-3.稼働状況ﾏｯﾌﾟ画面で登録していましたが複雑化してきたことと、登録時に関連する初期データを
作成する機能を持たせるために、分離しました。
　将来的には、画面ロールでこの画面を管理者に、状況ﾏｯﾌﾟ画面を利用者に開放したいと思います。

背景画像（png形式）に背景キーを付けて登録します。

既存の成形機、デバイスに対応したキーが動的に作成されます。

背景キーを登録後に成形機やデバイスを増やした場合は、再度

同じ画像の背景キーを登録するか、個別にキーを追加してください。

①

①あらかじめ用意した背景画像を選択します。

②

②背景KEYを決めます。

例えば、本社と別工場がある場合、背景画像を切り替えることが可能です。

現状、機械識別名＋ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾀｲﾌﾟがﾕﾆｰｸになっています。
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Ver 1.4.0
【２】主要画面説明

3-2.静止画履歴管理

　デバイス履歴上のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾀｲﾌﾟ＝静止画のみを表示する専用画面です。
左側のサムネイルをクリックすると、右側に大きく表示されます。
サンプルでは、カメラに特定の位置の背景差分で現れたときに写真を保存する仕様のデバイスを
使用しました。
　静止画であれば、一定時間間隔で撮影する、顕微鏡などで製品を一品ずつ撮影する、工場内の
定期点検や異常個所を撮影するなど、何でも構いません。

注意：

写真の撮影はデバイス側で

行います。

ミドルウエアは所定の形式で

ファイルがアップされると取り

込んで上記の形式で画面上

で表示できるようにするだけです。
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Ver 1.4.0
【２】主要画面説明

3-3.動画履歴管理

　デバイス履歴上のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾀｲﾌﾟ＝動画のみを表示する専用画面です。
左側のサムネイルをクリックすると、右側に大きく表示されます。
　サムネイルから選択された動画は、それ以降を順次再生していきます。
サンプルでは、タイムラプス（微速度撮影）で、一定間隔の静止画を繋ぎ合わせて動画にしています。
動画であれば、通常の動画でも、人や物を検知したときのみ動画を撮影開始するでも、高速度撮影で
機械の動きを撮影しても構いません。

注意：

動画の撮影はデバイス側で

行います。

ミドルウエアは所定の形式で

ファイルがアップされると取り

込んで上記の形式で画面上

で表示できるようにするだけです。
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Ver 1.4.0
【２】主要画面説明

3-4.ｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞ確認

　デバイス履歴上のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾀｲﾌﾟ＝ｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞのみを表示する専用画面です。
現時点のライブ映像を表示します。映像はデバイスから送られてきたままを表示しています。
　mjepg-stremer の配信映像をデフォルトにしている為、他のライブ映像が表示されるかは
未評価です。

ライブ映像のURLは、機械ﾏｽﾀのストリームURLに登録します。

注意：

ライブ映像の撮影はデバイス側で

行います。

ミドルウエアは所定の形式で

アクセスすることで画面上に

表示しているだけです。
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Ver 1.5.0
【２】主要画面説明

3-5.位置情報確認

ﾃﾞﾊﾞｲｽ履歴ﾃｰﾌﾞﾙのうち、特定のﾃﾞﾊﾞｲｽの位置情報を確認します。

※ 現在、開発中です。
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Ver 1.5.0
【２】主要画面説明

3-6.ﾃﾞﾊﾞｲｽ情報確認

　デバイス履歴上のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾀｲﾌﾟ＝A ～ Ｚﾞを表示する専用画面です。
温湿度のＡ のみすでに割り当て済みですが、それ以外のﾀｲﾌﾟは、ﾃﾞﾊﾞｲｽ履歴に登録された
データから、動的に作成していますので、自社の都合によって、好きな値を指定できます。
ただし、データは、DEV【ﾃﾞﾊﾞｲｽ収拾情報登録】形式に準拠してください。

DEVICE の応答ファイルの書式
連番 （ｱﾌﾟﾘ起動後の同一日内での連番）
日付 yyyyMMdd 形式の8桁数字です。
時刻 HH:mm:ss   形式の8桁時刻型文字列です。
ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾀｲﾌﾟ 0:成形機 1:ｽﾄﾘｰﾑ 2:静止画 3:動画 4:音声 5:ﾃｷｽﾄ …
ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄID 区別するｷｰ(指定が無ければ、*)
ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ名 画面に表示する場合の判りやすい名称
状況ｺｰﾄﾞ 0:単発 1:開始 2:終了 3:停止 4:遅延 5:準備…
開始日時 yyyyMMddHHmmss 形式の14桁時刻型文字列です。
測定値1 ｾﾝｻｰ測定値1
測定値2 ｾﾝｻｰ測定値2
測定値3 ｾﾝｻｰ測定値3
単位1 測定値1の単位
単位2 測定値2の単位
単位3 測定値3の単位

10/19 ⑤試行実験マニュアル.xlsx



Ver 1.4.0
【３】主要画面説明

4-5.製品特定ｷｰ更新 （元　5-5.製品特定ｷｰ更新）

成形機ごとに、製品特定ｷｰを書き換えることが出来ます。
これは、成形機に対して、｢仕事名、品名、金型名、成形条件名｣をｽﾍﾟｰｽで連結した文字列で
統計情報や異常データの解析等に使用されます。

通常は、成形機に登録後、成形を開始すべきですが、ファイル登録が後になると、製品と情報が
食い違うケースがあり、それを修正するための機能です。
また、チェンジ情報やアラート情報には、製品特定ｷｰが存在しないため、レポート情報やステータス情報
から類推して設定していますが、それらが間違っている場合もありますので、その場合の訂正にも
この画面を使用します。

① 変更したいﾚｺｰﾄﾞを選択します。

②製品特定ｷｰを修正します。
   必要であれば、｢仕事名、品名、金型名、成形条件名｣も修正します。

①

②
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Ver 1.4.0

③ 変更が完了しました。

④リンクをクリックするとその期間のデータの明細が表示されます。
   一括の修正ではなく、ﾚｺｰﾄﾞごとの個別の修正が可能です。

③

④
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Ver 1.5.0
【２】主要画面説明

5-3.稼働状況ﾏｯﾌﾟ

  成形機の稼働状況を色で表示するパネルを、自由に配置することが可能です。
背景画像を指定すれば、工場ﾚｲｱｳﾄの上に、成形機の状態を表示できます。

①検索すると機械一覧が出てきます。これは、背景KEYを選択しない場合の一般的な表示形式です。
②『表示位置登録』リンクで、背景画像と背景KEYを登録します。
   これは、1-5.表示位置登録画面で、説明した画面へリンクします。
③画面更新は、指定の秒数ごとに画面をリロードします。
④倍率は、各成形機の状態画面の大きさを替えることが可能です。

1-5.表示位置登録 画面

どの背景に、どの機械を割り当てるかをここで指定します。

①

②
③ ④

⑤ ⑥
⑦ Topから、再び

稼働状況マップ

に戻ります。

⑤あらかじめ用意した背景画像を選択します。

⑥背景KEYを決めます。

例えば、本社と別工場がある場合、背景画像を切り替えることが可能です。
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Ver 1.5.0

⑧ 背景KEYを選択します。

選択しない場合は、先ほどの

一覧表示になります。

⑨ 最初は機械一覧が、 一か所に固まっていますので、

マウスでレイアウト上に移動させます。
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Ver 1.2.0
【３】主要画面説明

5-4.稼動ﾁｬｰﾄ

成形機ごとの過去の稼動状態をチャート化します。

①取得日時から、範囲までの期間のチャートを表示します。

②チャートの画像部分をクリックすると、成形条件表示 に飛びます。

①

②
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Ver 1.2.0
【３】主要画面説明

5-5.製品ｼｮｯﾄ数推移

成形機ごとの設定ｼｮｯﾄ数と実績ｼｮｯﾄ数をチャート化します。
グラフより、実績ｼｮｯﾄ数が実績ｼｮｯﾄ数に近づく状態が見えます。将来的には、完了時刻の予測や
遅れ表示など進捗管理的な画面にする予定です。

点線が設定ｼｮｯﾄ数

実線が実績ｼｮｯﾄ数
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Ver 1.2.0
【３】主要画面説明

6-4.相関ﾋｰﾄﾏｯﾌﾟ

ピアソン積率相関を計算します。
相関係数行列の結果に対して、正の相関の場合は青背景で、負の相関の場合は、赤背景で表します。
その際、相関係数が大きいほう（より、１に近いほう）を、濃い色で表現しています。

①相関係数を求めます。

①

②

②２要素の交差する箇所をクリックすると、回帰分析画面に飛びます。
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Ver 1.2.0
【３】主要画面説明

6-5.回帰分析
6-4.相関ﾋｰﾄﾏｯﾌﾟ画面から、指定の２要素の回帰分析を行います。

① X軸とY軸は、後から変更できます。
② 計算方法としては、線形単回帰と２次回帰が選べます。（通常は線形単回帰です）
③ 赤色の点は、回帰分析の結果、マハラビノス距離の９５％信頼楕円の閾値外のデータです。
④ 表示するにすると、データの一覧が表示されます。しない場合は、集計のみ表示されます。
⑤ 除外は、表示するにした場合に、正常範囲のデータを除外し、閾値外のデータだけに絞ります。

①

② ④ ⑤

③

④ 表示しないは集計情報のみ

④ 表示するは、明細情報 ⑤ 表示する＋除外するは、

閾値内のデータを除外して、

閾値外のデータだけに絞り込みます。
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Ver 1.2.0

⑥ X軸に任意の値を設定することで、Y軸の値を計算します。 

⑥ Y=AX+B
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